
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

咸
宜
小
６
年
生
を
対
象
に
開
催
し
て
い
る
「
咸
宜
っ

子
体
験
教
室
」
、
10
月
の
講
座
は
山
登
り
♪ 

津
江
三
山

の
ひ
と
つ
、
御
前
岳
（
前
津
江
町
）
に
登
り
ま
し
た
。 

 

    

シ
オ
ジ
原
生
林
を
抜
け
、
筑
後
川

の
源
流
の
一
つ
で
も
あ
る
御
前
岳
湧

水
で
お
い
し
い
水
を
飲
み
、
山
伏
の

修
験
の
行
場
で
あ
っ
た
田
代
岩
屋
で

ひ
と
休
み
。
頂
上
で
、
す
ば
ら
し
い

景
色
を
眺
め
な
が
ら
の
お
弁
当
は
、

と
っ
て
も
美
味
し
か
っ
た
で
す
。
と

っ
て
も
キ
ツ
イ
体
験
で
し
た
が
、
自

然
の
美
し
さ
や
厳
し
さ
、
登
り
き
っ 

  

11
月
に
は
、「
枯
れ
た
大
地
に
用
水

路
を
築
く 

～
中
村
哲
医
師
の
話
と

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
取
り
組
み
～
」
と
題
し

て
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
と
学
習
会
を
開
催
。

講
師
に
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
デ
ス
ク
大
分

の
井
本
望
さ
ん
に
来
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。 

 

中
村
哲
医
師
の
偉
大
な
功
績
、
水

や
食
料
の
大
切
さ
、
貧
困
や
教
育
、

戦
争
な
ど
開
発
途
上
国
の
現
状
、
海

外
支
援
の
必
要
性
、
そ
し
て
日
本
で

暮
ら
し
て
い
る
私
た
ち
が
ど
れ
だ
け

恵
ま
れ
て
い
る
の
か
、
多
く
の
こ
と

を
学
ん
で
く
れ
た
よ
う
で
す
。 

        

   

         

昨
年
度
か
ら
開
催
し
て
い
る
「
防
災
セ

ミ
ナ
ー
」、
今
年
度
は
咸
宜
地
区
の
自
治
会

役
員
や
防
災
士
な
ど
、
災
害
時
に
リ
ー
ダ

ー
と
し
て
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
方
を
対
象

に
開
催
し
ま
し
た
。 

講
師
に
は
、
淡
窓
町
の
防
災
士 

木
村

猛
さ
ん
に
来
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
木
村

さ
ん
は
約
40
年
間
、
消
防
署
に
勤
務
し
て

お
り
様
々
な
災
害
現
場
に
立
ち
会
っ
て
い

ま
す
。
今
回
の
講
座
は
２
部
構
成
。
ま
ず

は
、
木
村
さ
ん
が
消
防
署
に
勤
務
し
て
い

た
時
の
経
験
談
や
地
域
に
お
け
る
防
災
活

動
の
あ
り
方
等
を
お
話
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。 

続
い
て
、
救
助
者
の
搬
送
方
法
の
実
技
。

一
人
で
搬
送
す
る
方
法
、
二
人
で
搬
送
す

る
方
法
、
簡
易
担
架
の
作
り
方
等
、
為
に

な
る
手
法
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

      

    

            

催
事
業
を
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
密
を
避
け
る
た
め
に
参

加
人
数
を
制
限
し
て
お
り
、
例
年
に
比
べ
る
と

寂
し
い
講
座
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

  

昨
年
度
か
ら
開
催
し
て
い
る
「
防
災
セ
ミ
ナ

ー
」
、
今
年
度
は
咸
宜
地
区
の
自
治
会
役
員
や

防
災
士
な
ど
、
災
害
時
に
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活

躍
が
期
待
さ
れ
る
方
を
対
象
に
開
催
し
ま
し

た
。 講

師
に
は
、
淡
窓
町
の
防
災
士 

木
村
猛
さ

ん
に
来
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
木
村
さ
ん
は
約

40
年
間
、
消
防
署
に
勤
務
し
て
お
り
様
々
な

災
害
現
場
に
立
ち
会
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
講

座
は
２
部
構
成
。
ま
ず
は
、
木
村
さ
ん
が
消
防

署
に
勤
務
し
て
い
た
時
の
経
験
談
や
地
域
に

お
け
る
防
災
活
動
の
あ
り
方
等
を
お
話
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

続
い
て
、
救
助
者
の
搬
送
方
法
の
実
技
。
一

人
で
搬
送
す
る
方
法
、
二
人
で
搬
送
す
る
方

法
、
簡
易
担
架
の
作
り
方
等
、
為
に
な
る
手
法

を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

      

    

筑後川のスタート地点です！ 

 

 

          

た
時
の
達
成
感
、
い
ろ
ん
な
事
を
経

験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
！ 

              

恵
ま
れ
て
い
る
の
か
、
多
く
の
こ
と

を
学
ん
で
く
れ
た
よ
う
で
す
。 

当
日
は
と
て
も
良
い
天
気
、
頂
上
か
ら
の
眺
め
は
絶
景
で
し
た
。 

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
治
水
工
事
に
挑
ん
だ

中
村
哲
医
師 

７
年
間
の
記
録
Ｄ
Ｖ
Ｄ
。 
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            来
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
近
藤
真
平

さ
ん
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
リ
エ
ラ
の
松
永

鎌
矢
さ
ん
か
ら
、
令
和
２
年
７
月
豪

雨
の
当
時
の
状
況
や
現
在
の
復
興
に

向
け
て
の
取
り
組
み
等
を
お
話
し
て

い
た
だ
き
、
そ
の
後
、
現
地
の
フ
ィ

ー
ル
ド
ワ
ー
ク
も
行
い
ま
し
た
。 

温
泉
街
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
災
害

の
爪
痕
は
残
っ
て
お
り
、
自
然
災
害

の
脅
威
を
改
め
て
思
い
知
ら
さ
れ
る

と
と
も
に
、
自
然
災
害
へ
の
備
え
、

災
害
を
起
こ
さ
な
い
た
め
の
環
境
保

全
の
大
切
さ
を
感
じ
ま
し
た
。 

そ
し
て
、
被
災
地
の
一
日
も
早
い

復
興
を
、
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。 

  

自
然
災
害
へ
の
備
え
、
災
害
を
起

こ
さ
な
い
た
め
の
環
境
保
全
、
そ
し

て
、
天
瀬
復
興
に
向
け
て
協
力
で
き

れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

            

偏
見
、
同
和
問
題
な
ど
に
つ
い
て
、

わ
か
り
や
す
く
お
話
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。 

   

       

 

の
作
品
を
枕
元
に
お
い
て
お
け
ば
、

ぐ
っ
す
り
眠
れ
そ
う
で
す
ね
。 

山本さんと息子？のターちゃん 

 

      

公
民
館
で
毎
年
開
催
し
て
い
る
環

境
学
習
講
座
「
み
ど
り
の
教
室
」
。
今

年
度
は
「
異
常
気
象
と
自
然
災
害
」

を
テ
ー
マ
に
、
全
４
回
の
講
座
を
開

催
し
ま
し
た
。 

１
回
目
の
講
座
は
、
日
田
市
博
物

館
協
議
会 

会
長
の
古
田
京
太
郎
さ

ん
、
２
・
３
回
目
の
講
座
は
、
大
分

県
環
境
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
田
中

純
二
さ
ん
を
講
師
に
招
き
、
地
球
温

暖
化
の
要
因
や
影
響
な
ど
に
つ
い
て

お
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

最
終
講
と
な
る
第
４
講
は
、
天
瀬

町
へ
の
研
修
旅
行
。
天
ケ
瀬
温
泉
未 

  

来
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
近
藤
真

平
さ
ん
、 

  

地
球
温
暖
化
を
引
き
起
こ
す
要
因

や
、
地
球
温
暖
化
が
及
ぼ
す
影
響
、

ま
た
日
田
地
域
の
災
害
を
例
に
挙

げ
、
流
木
発
生
源
を
絶
つ
森
づ
く
り

の
必
要
性
な
ど
を
お
話
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

  

今
年
度
、
咸
宜
公
民
館
で
は
、
日

田
市
社
会
教
育
課
と
共
催
で
、
人
権

問
題
連
続
講
座
「
咸
宜
セ
ミ
ナ
ー
」

を
開
催
し
ま
し
た
。 

10
月
に
開
催
し
た
第
１
講
は
、
講

師
に
大
分
県
人
権
問
題
研
修
講
師
の

山
本
紀
子
さ
ん
に
来
て
い
た
だ
き
、

「
み
ん
な
を
乗
せ
て
地
球
は
ま
わ
っ

て
い
る
」
と
題
し
て
講
演
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

先
生
お
得
意
の
マ
ジ
ッ
ク
を
取
り

入
れ
、
タ
ー
ち
ゃ
ん
と
楽
し
く
会
話

を
し
な
が
ら
（
腹
話
術
）、
い
じ
め
や 

   

10
月
の
「
成
人
セ
ミ
ナ
ー
」
は
「
ポ

プ
リ
作
り
」
に
挑
戦
。
講
師
に
は
、

ゆ
う
ち
ゃ
ん
ち
の
ハ
ー
ブ
園
（
大
山

町
）
か
ら
川
津
富
子
さ
ん
に
来
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

皆
さ
ん
、
色
と
り
ど
り
の
リ
ボ
ン

を
選
ん
で
、
可
愛
ら
し
い
作
品
を
作

り
上
げ
ま
し
た
。
今
回
使
用
し
た
ラ

ベ
ン
ダ
ー
に
は
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
や
安

眠
の
効
果
が
あ
る
そ
う
で
す
。
今
回

の
作
品
を
枕
元
に
お
い
て
お
け
ば
、

ぐ
っ
す
り
眠
れ
そ
う
で
す
ね
。 

 

オシャレな出来上がり♪ 

 

第 1 講の講師、古田さん 

 

天ケ瀬温泉のフィールドワーク 
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毎
年
５
月
の
「
日
田
川
開
き
観
光

祭
」
直
前
に
行
っ
て
い
た
咸
宜
小
学

校
の
校
区
内
鼓
笛
パ
レ
ー
ド
。
今
年

は
10
月
29
日
（
木
）
に
実
施
さ
れ
ま

し
た
。 

  
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
で
日
田
川
開
き
観
光
祭
が
中
止

と
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
後
も
５
・

６
年
生
は
感
染
予
防
に
気
を
付
け
な

が
ら
練
習
に
取
り
組
み
、
秋
季
大
運

動
会
で
の
演
奏
、
そ
し
て
本
日
の
校

区
内
鼓
笛
パ
レ
ー
ド
を
迎
え
ま
し

た
。
大
勢
の 

  
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
で
日
田
川
開
き
観
光
祭
が
中
止

と
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
後
も
５
・

６
年
生
は
感
染
予
防
に
気
を
付
け
な

が
ら
練
習
に
取
り
組
み
、
秋
季
大
運

動
会
で
の
演
奏
、
そ
し
て
今
回
の
校

区
内
鼓
笛
パ
レ
ー
ド
を
迎
え
ま
し

た
。
大
勢
の
保
護
者
や
地
域
の
方
に

見
守
っ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
素
晴

ら
し
い
演
奏
を
披
露
し
て
く
れ
ま
し

た
。 

 

 

咸
宜
公
民
館
や
各
町
内
で
開
催
さ

れ
て
い
る
認
知
症
予
防
教
室
。
田
島

町
で
は
桜
町
公
民
館
で
毎
月
１
回
、

「
さ
く
ら
ま
ち
学
園
」
と
し
て
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。
体
育
・
音
楽
・
算

数
・
国
語
な
ど
、
テ
キ
ス
ト
を
使
う

だ
け
で
は
な
く
、
指
導
者
の
詳
し
い

説
明
や
手
作
り
の
資
料
な
ど
も
使
い

な
が
ら
、
楽
し
そ
う
に
開
催
さ
れ
て

い
ま
し
た
。 

        

 

 

            

影
響
で
日
田
川
開
き
観
光
祭
が
中
止

と
な
り
ま
し
た
が
、
５
・
６
年
生
は

感
染
予
防
に
気
を
付
け
な
が
ら
練
習

に
取
り
組
み
、
秋
季
大
運
動
会
で
の

演
奏
、
そ
し
て
本
日
の
校
区
内
鼓
笛

パ
レ
ー
ド
を
迎
え
ま
し
た
。
大
勢
の

保
護
者
や
地
域
の
方
に
見
守
っ
て
い

た
だ
き
な
が
ら
、
素
晴
ら
し
い
演
奏

を
披
露
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

    

 

 

 

 

              

咸
宜
公
民
館
や
各
町
内

で
開
催
さ
れ
て
い
る
認
知

症
予
防
教
室
。
田
島
町
で
は

桜
町
公
民
館
で
毎
月
１
回
、

「
さ
く
ら
ま
ち
学
園
」
と
し

て
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
体

育
・
音
楽
・
算
数
・
国
語
な

ど
、
テ
キ
ス
ト
を
使
う
だ
け

で
は
な
く
、
指
導
者
の
詳
し

い
説
明
や
手
作
り
の
資
料

な
ど
も
使
い
な
が
ら
、
楽
し

そ
う
に
開
催
さ
れ
て
い
ま

し
た
。 

        

 

日田市役所では、静止演奏をしました。 

 

   
12
月
の
「
敬
天
セ
ミ
ナ
ー
」
は
、

ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の

髙
倉
浩
子
さ
ん
（
天
瀬
町
）
を
講
師

に
招
き
開
催
。
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
を
飲

み
な
が
ら
、
ハ
ー
ブ
に
つ
い
て
い
ろ

ん
な
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
、
ユ
ー
カ
リ
と
レ
モ
ン
の

香
り
の
エ
ア
ー
フ
レ
ッ
シ
ュ
ナ
ー
作

り
も
体
験
し
ま
し
た
。 

ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
の
効
果
と
エ
ッ
セ

ン
シ
ャ
ル
オ
イ
ル
の
香
り
に
癒
さ
れ

て
、
心
身
と
も
に
健
康
に
な
っ
た
気

が
し
ま
す
。 

 

 

 

毎月、楽しく開催されています。 

 

素晴らしい演奏でした！ 

 

エアーフレッシュナーを作っています。 
左から 2人目が講師の髙倉さんです。 
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只
今
、
日
田
市
公
民
館
運
営
事
業
団
で
は
、
市
内
の

公
民
館
で
働
く
公
民
館
職
員
（
主
事
）
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
詳
し
く
は
、
日
田
市
公
民
館
運
営
事
業
団
事
務

局
（
☎
２
８-

５
７
８
６
）、
も
し
く
は
市
内
の
地
区
公

民
館
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。 

      

12
月
17
日
（
木
）
に
開
催
予
定
の
「
子
育
て
サ
ロ

ン
」
（
主
催
：
咸
宜
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
）
は
、
事

前
の
申
し
込
み
に
よ
り
定
員
に
達
し
ま
し
た
。
申
し
込

み
を
さ
れ
て
い
な
い
方
が
、
当
日
来
館
さ
れ
ま
し
て
も

参
加
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

    

咸
宜
公
民
館
は
、
12
月
29
日
（
火
）
か
ら
１
月
３

日
（
日
）
ま
で
休
館
で
す
。
公
民
館
サ
ー
ク
ル
や
貸
館

で
の
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

 

※ 

応
募
の
受
付
は
、
12
月
25
日
（
金
）
午
後
５
時

ま
で
で
す
。 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 
   

 

※ 

「
敬
天
セ
ミ
ナ
ー
」・
「
咸
宜
っ
子
体
験
教
室
」・
「
子
育
て
サ
ロ
ン
」、
２
月
の
内
容
は
検

討
中
で
す
。 

※ 

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
行
事
が
変
更
・
延
期
・
中
止
と
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。 

 

 

  

12
月 17

日
（
木
）
子
育
て
サ
ロ
ン 

ク
リ
ス
マ
ス
会 

23
日
（
水
）
成
人
セ
ミ
ナ
ー 

 
 

 
 

 
 

 

講
演
「
子
ど
も
か
ら
大
人
に
な
ぜ
絵
本
を
伝
え
て
い
る
の
か
」 

（
講
師
）
絵
本
セ
ラ
ピ
ス
ト 

佐
藤
日
出
美
さ
ん 

24
日
（
木
）
す
ず
め
の
学
校 

認
知
症
予
防
教
室 

 1
月 10

日
（
日
）
日
田
市
成
人
式 

 

14
日
（
木
）
敬
天
セ
ミ
ナ
ー 

講
義
と
実
習
「
俳
句
に
つ
い
て
」 

（
講
師
）
日
田
俳
句
会 

16
日
（
土
）
咸
宜
っ
子
体
験
教
室 

 
 
 
 
 
 
 

お
も
し
ろ
科
学
教
室 

～
熱
気
球
作
り
に
挑
戦
～ 

（
講
師
）
大
分
県
立
九
重
青
少
年
の
家 

21
日
（
木
）
子
育
て
サ
ロ
ン 

節
分
祭
（
豆
ま
き
） 

25
日
（
月
）
成
人
セ
ミ
ナ
ー 

実
習
「
竹
細
工 

四
海
波
を
作
ろ
う
」
１
班 

（
講
師
）
ア
オ
ー
ゼ
竹
工
芸
教
室 

27
日
（
水
）
成
人
セ
ミ
ナ
ー 

実
習
「
竹
細
工 

四
海
波
を
作
ろ
う
」
２
班 

（
講
師
）
ア
オ
ー
ゼ
竹
工
芸
教
室 

28
日
（
木
）
す
ず
め
の
学
校 

認
知
症
予
防
教
室 

 2
月 4

日
（
木
）
敬
天
セ
ミ
ナ
ー 

内
容
未
定 

6
日
（
土
）
咸
宜
っ
子
体
験
教
室 

内
容
未
定 

18
日
（
木
）
子
育
て
サ
ロ
ン 

内
容
未
定 

 

※2

月
の
敬
天
セ
ミ
ナ
ー
・
子
育
て
サ
ロ
ン
の
内
容
は
検
討
中
で
す 

 

    

 

 


